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神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立伊志田高等学校長  

令和８年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 日実施） 

総合評価（３月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

情報化やグローバ
ル化が進展し、人々
が今まで経験をした
ことのない社会を生
き抜く資質・能力を
育成するために、自
ら考える力や自ら判
断する力を身に付け
るとともに、それら
を活用する能力の向
上を図る。 
 

① 基本的・基礎的な知
識・技能の確実な定
着を図るとともに、
生徒一人ひとりの多
様な背景や学習ニー
ズをふまえ、主体的
に学びに向かい、自
ら考え、判断し、表
現する力を育成す
る。また、多様性を
尊重した包摂的な学
びの実現を通して、
協働的に学び合いな
がら、資質・能力の
向上を図る。 

① 公開研究授業、指導と
評価の計画の改善、生
徒による授業評価を活
用し、主体的・対話的
で深い学びの実現に向
けた授業改善を組織的
に推進する。教職員相
互の授業見学期間の設
定や協議の充実によ
り、指導方法や支援の
在り方を共有し、教員
の授業力向上を図る。
生徒の多様な背景に応
じた指導の工夫（ICT
活用、柔軟で質の高い
学びの実施等）を進
め、包摂的な学習環境
の整備を行う。 

 
 

① 主体的・対話的で深い
学びの視点に立った授
業改善が組織的に行わ
れ、生徒が自ら考え、
判断し、表現する力を
身に付けることができ
たか。職員間で授業実
践や指導方法の共有が
進み、授業力向上につ
ながる取組が継続的に
行われたか。生徒一人
ひとりの多様なニーズ
に応じた指導が行わ
れ、包摂的な学習環境
が実現できたか。ICT活
用や協働的な学びを通
して、学びの質の向上
が図られたか。 

     

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

生徒一人ひとりの
個性、学校や家庭、
地域で生徒を取り巻
く環境を踏まえたき
め細かな生徒指導・
支援を行う。 
 

① 日常生活や学校行事
を通じて生徒の主体
性・積極性を育成す
るとともに、生徒の
生活習慣の確立や規
範意識の向上を支援
する指導を行い、安
心・安全な環境の整
備に取り組む。 

② 生徒会行事や委員会
活動、部活動を通じ
てリーダーを育て、
生徒の主体性・積極
性を育む。また、生
徒相互の個性や多様
性を認め合い社会の
一員としての意識を
高め、自らの行動が
社会貢献につながる
ことを実感できるよ
う支援する。 

 

① 行事や部活動の中で、
積極的に声をかけ、主
体的・積極的な取り組
みの手助けを行う。ま
た、相談窓口の設置や
アンケートを実施し、
生徒の困り感の早期発
見に努め、支援を行
う。 

② 生徒会本部役員をはじ
め、各委員会や部活動
のリーダーを育成す
る。リーダーを中心に
生徒自身が主体的に企
画・運営する行事、活
動を推進し、持続可能
な組織運営となるよう
必要な支援を行う。ま
た、地域社会と連携し
た活動を積極的に行う
ことで、生徒が地域社
会とのつながりを意識
し自らの行動の意義を
感じられるようにす
る。 

 
 
 
 
 
 
 

① 行事や部活動等が生徒
主体で運営出来ている
か。相談窓口やアンケ
ートの結果から、生徒
の困り感の早期発見に
努め、チームとして対
応しているか。 

② 生徒会議を開催し、リ
ーダーを中心に生徒が
主体的に行事や活動を
企画・運営できている
か。行事が継続的・効
果的に実施できる仕組
みが構築されている
か。地域とつながる活
動を通じて生徒の社会
的な視野が広がってい
るか。 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 日実施） 

総合評価（３月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

生涯にわたって、
どのように社会・世
界と関わり、よりよ
い人生を送るかを考
えさせ、自己実現で
きるようにキャリア
教育を充実させ、進
路指導・支援を行
う。 
 

①ICTを活用した自学自
習の定着を基盤と
し、外部試験を軸と
した学習の振り返り
と改善を促進すると
ともに、外部講師に
よる体系的なキャリ
ア教育と連動させる
ことで、生徒の主体
的な学習改善と進路
選択につなげる。 

①各種テストを軸に課題
配信と WEB 振り返りに
よる学習サイクルを確
立し、結果分析・再学
習・講演会を連動させ
て、学習と進路を結び
付け主体的な進路選択
につなげる。 

①学習サイクルの定着を
基盤に、課題把握から学
習改善へとつなげ、自学
自習に主体的・継続的に
取り組みながら、学習と
進路の関連を理解し、自
らの進路を具体的に考え
説明できているか。 

     

４ 地域等との協働 

学校運営協議会や
保護者、地域の関連
機関等と連携し、学
校の教育活動をさら
に充実させる。 
 

①総合的な探究の時間等
で地域・外部機関・地
元の企業等との連携を
拡充することで、生徒
の視野を広げるととも
に学びを深める機会を
充実させる。 

①外部機関の講師による講
演会等を通じて、生徒
が国際社会の課題を知
り当事者意識を持っ
て、「問い」をたてる
力を養うとともに、課
題解決に必要なことを
考えることができる活
動を行う。 

①探究学習や講演会等を通
じて、生徒が自ら課題
を見つけるとともに、
ICT 機器を活用して情
報収集・分析・情報発
信の手法を身につけて
いる。 

 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

事故・不祥事の防
止に努めるととも
に、生徒が安心して
学習や様々な活動に
取り組めるように、
安全な環境を整備・
維持する。 
 

①不祥事を防止するた
めに、全ての職員が
主体性を持って、校
内研修の成果を共有
し、職務遂行にあた
る。 

②風通しの良い職場環
境をつくりだす。 

①不祥事防止職員研修を
計画的に実施し、事例
研究の知識をもとに、
職務を遂行し不祥事を
防止する。 

②管理職が率先垂範、
し、職員同士の声かけ
を促し、コミュニケー
ション豊かな職場をつ
くる。 

①不祥事防止職員研修の
成果を共有し、不祥事
を防止したか。 

②コミュニケーション二
豊かな風通しの良い職
場となったか。 

     

 

 


